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　坂城町長選挙は、立候補届出者が１名であったため、無投票当選となりました。

坂城町長選挙

町議会議員一般選挙　投票日 ４月26日

得票数

候 補 者 得 票 数

県議会議員一般選挙　投票日 ４月12日

選挙結果　有効：5,823　無効：125
有権者数 投票総数 投票率 前回投票率

男
女
計

候補者名
小 宮 山 定 彦

川 ま ゆ み

西 沢 悦 子

中 嶋 　 登

滝 沢 幸 映

栁 沢 　 收

塩 野 入 猛

※平成23年は無投票だったので、前回投票率は平成19年のものです。

候補者得票数
坂城町 選挙区全体候補者名

小 川 修 一

荒 井 武 志

下 﨑 　 保

10,649

10,582

8,790

1,726

2,664

1,433

6,181

6,490

12,671

2,962

2,986

5,948

47.92％

46.01％

46.94％

57.93％

57.25％

57.58％

得票数候補者名
塚 田 正 平

塩 入 弘 文

朝 倉 國 勝

塚 田 　 忠

大 森 茂 彦

入 日 時 子

山 﨑 正 志

窪 田 英 子

選挙結果　有効：7,837　無効：123
有権者数 投票総数 投票率 前回投票率(H19)

男
女
計

候補者名
山　村　　弘

統一地方選挙 結果

1,258

957

628

598

584

527

484

471.641

464

419

390.358

368

341

251

  96

74.35％

76.48％

75.44％

（切り捨て票数：0.001）

6,174

6,487

12,661

3,862

4,098

7,960

62.55％

63.17％

62.87％
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　地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、町
民
の

皆
さ
ん
が
町
内
事
業
者
に
発
注
し
て
行
う
、住

宅
リ
フ
ォ
ー
ム
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

ど
う
ぞ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

募
集
件
数　

先
着
30
件（
予
算
３
０
０
万
円
分
）

受
付
開
始　

５
月
15
日
（
金
）

申
請
で
き
る
方

　
①
坂
城
町
に
住
民
登
録
し
て
い
る
方

　
②
対
象
と
な
る
住
宅
の
所
有
者
な
ど
で
、対

象
と
な
る
住
宅
に
居
住
し
て
い
る
方

　
③
町
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
方

対
象
住
宅

　
町
内
に
あ
る
個
人
住
宅
で
、

　
①
自
己
な
ど
の
居
住
に
供
す
る
住
宅

　
②
店
舗
併
用
住
宅
な
ど
の
住
宅
部
分

施
工
者

　
町
内
に
本
社
の
あ
る
住
宅
関
連
業
者

　（
個
人
事
業
者
を
含
む
）

対
象
工
事
費
　
20
万
円
以
上

補
助
額
　
対
象
工
事
の
20
％
以
内

　
　
　
　（
最
高
限
度
額
10
万
円
）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
建
設
課
管
理
係

　
☎
８
２―

３
１
１
１（
内
線
１
７
５
）  

　
有
線
８
８―

１
０
１
４

そ
の
他
要
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　昨年しなの鉄道坂城駅に設置したエレベーターが５月24日に１周年を迎えます。町では、高齢者や子ども
たち、ハンディのある方に優しいまちづくりを進めるため、エレベーターと循環バスを利用する皆さんの声
をお聞きしたところ、「大変助かっている」と評価の声をいただきました。

エレベーターは、高齢者の多くと障がいのある方、大きな荷物を持った方などが利用され
ていました。

　町では、しなの鉄道や信州観光バスと連携し、より皆さんにやさしい地域公共交通をめざしていきます。
利用促進に向け皆さんの声をお寄せください。

・75歳でエレベーターを利用しており、とても助かります。感謝
しています。
・足が悪いので、エレベーターは大変助かる。
・歳をとると階段の登りがつらい、エレベーターは大変助かる。
・電車の運行便数を増やして欲しい。
・循環バスとの接続を良くして欲しい。
・ホームの屋根を延長してもらえると雨の日が助かる。

◎問い合わせ先　建設課 都市・公園係　☎82－3111（内線 178）　有線 88－1045

循環バスは、昨年１台を新車にし、ほとんどの利用者の方から「車両に満足している。」と
の声をいただきました。また、平成23年から運行している上田便については、回答をいた
だいた方のうち約20％の方が利用したことがあるとのお答えでした。

・安い料金でありがたい。
・バスがあって助かっている。
・新車両の、次の停車場の案内は便利、もう１台も新しくして欲しい。
・運行間隔がもっと短いといい。
・日曜、祝日も運行して欲しい。
・降りる場所を路線上で自由に選べるといい。
・電車との接続を改善して欲しい。
・上田駅まで延ばして欲しい。
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恒
例
の
子
ど
も
た
ち
に
よ
る
ス

テ
ー
ジ
発
表
や
模
擬
店
、体
験
教
室

な
ど
に
加
え
、「
坂
城
町
の
歌
」「
ね

ず
こ
ん
の
歌
」の
披
露
や
福
島
県
葛

尾
村
の
小
中
学
生
も
参
加
し
、ス

テ
ー
ジ
に
花
を
添
え
て
い
た
だ
き

ま
す
。ご
家
族
そ
ろ
っ
て
お
出
か
け

く
だ
さ
い
！

日
時
　
５
月
10
日（
日
）

　
　
　
午
前
９
時
〜
午
後
３
時

場
所
　
び
ん
ぐ
し
の
里
公
園

共
催
　
坂
城
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

　
　
　
坂
城
町

体
験
教
室

風
力
発
電
キ
ッ
ト
づ
く
り
、ま
が

玉
づ
く
り
、ビ
ー
ズ
づ
く
り
な
ど

模
擬
店

フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
、わ
た
あ
め
、

ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
な
ど

※

日
程
な
ど
詳
し
く
は
広
報
と
一

緒
に
配
布
さ
れ
た
チ
ラ
シ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　

５
月
１
日
か
ら
10
月
31
日
ま
で
、

ア
ウ
ト
ド
ア
に
最
適
な
和
平
公
園
山

の
家
・
バ
ン
ガ
ロ
ー
が
利
用
で
き
ま

す
。
利
用
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
お

早
め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

都
市
公
園
管
理
セ
ン
タ
ー

　（
び
ん
ぐ
し
の
里
公
園
内
）

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

　
☎
・
有
線
８
２―

０
２
３
４

利
用
料
金

・
山
の
家

　

高
校
生
以
上  

１
泊
２
０
０
円

　
小
中
学
生
　  

１
泊
１
５
０
円

・
バ
ン
ガ
ロ
ー
（
１
棟
に
つ
き
）

　

１
泊  

３
０
０
０
円

・
毛
布

　
１
枚  

１
０
０
円（
10
枚
単
位
）

　
さ
か
き
千
曲
川
バ
ラ
公
園
が
１
年

で
最
も
美
し
い
時
期
を
迎
え
、
今
年

も
多
く
の
方
に
ば
ら
を
楽
し
ん
で
い

た
だ
く
た
め
、「
第
10
回
ば
ら
祭
り
」

を
開
催
し
ま
す
。

　
町
で
は
、
記
念
す
べ
き
10
回
目
の

ば
ら
祭
り
を
盛
り
上
げ
る
た
め
、
園

路
の
整
備
や
入
口
ア
ー
チ
の
改
修
な

ど
に
取
組
み
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

「
薔
薇
人
の
会
」
の
皆
さ
ん
に
も
剪

定
や
補
植
な
ど
、
様
々
な
作
業
に
ご

協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
千
曲
川
の
ほ
と
り
を
鮮
や
か
に
染

め
る
２
７
０
品
種
２
０
５
０
株
の
色

と
り
ど
り
の
ば
ら
と
各
種
イ
ベ
ン
ト

を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

第10回

・
坂
城
小
５
年
生
に
よ
る
和
太
鼓
演
奏

・
ナ
チ
ュ
ラ
ル
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
３
・

２
・
１
（
キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス
）

・
巨
峰
ス
パ
ー
ク
リ
ン
グ
ワ
イ
ン
発
表

会
、
巨
峰
ロ
ゼ
ワ
イ
ン
同
時
販
売

・
更
埴
漁
業
組
合
「
千
曲
川
へ
稚
鮎
放

流
」

・
大
道
芸
人
「
Ｓ
Ｏ
Ｂ
Ｕ
Ｋ
Ｉ
」
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス…

６
月
６
日
（
土
）

・
バ
ラ
の
貴
公
子
「
大
野
耕
生
氏
の
講

演
会
」…

６
月
７
日
（
日
）

・
ね
ず
こ
ん
と
握
手
会
、
写
真
撮
影
会

・
オ
リ
ジ
ナ
ル
ロ
ー
ズ
「
さ
か
き
の

輝
」
な
ど
の
苗
木
の
販
売

・
ば
ら
の
育
て
方
相
談
、
挿
し
木
講
習
会

・
押
し
花
・
レ
カ
ン
フ
ラ
ワ
ー
・
ア
ー

ト
プ
リ
ン
ト
体
験
会

・
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

・
町
の
特
産
品
の
販
売

・
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス

・
勤
労
者
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
受
講

者
の
皆
さ
ん
に
よ
る
発
表

バ
ラ
ー
ド

・
更
埴
漁
業
組
合
「
千
曲
川
へ
稚
鮎
放

流
」

・
大
道
芸
人
「
Ｓ
Ｏ
Ｂ
Ｕ
Ｋ
Ｉ
」
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス…

６
月
６
日
（
土
）

・
バ
ラ
の
貴
公
子
「
大
野
耕
生
氏
の
講

【
期
間
中
の
イ
ベ
ン
ト
】

・
坂
城
小
５
年
生
に
よ
る
和
太
鼓
演
奏

・
ナ
チ
ュ
ラ
ル
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
３
・

２
・
１
（
キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス
）

【
開
会
式
終
了
後
】
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◎申込・問い合わせ先
・坂城町役場産業振興課商工観光係　〒389-0692  長野県埴科郡坂城町大字坂城10050
　☎0268－82－3111（内線154）　メールアドレス　shoukou@town.sakaki.nagano.jp
・坂城町鉄の展示館　〒389-0601  長野県埴科郡坂城町大字坂城6313-2
　☎・FAX0268－82－1128　メールアドレス　tetsu@town.sakaki.nagano.jp

サ
ポ
ー
ト
内
容
（
予
定
）

・
展
覧
会
準
備
、
会
場
運
営
の
協
力

・
関
連
イ
ベ
ン
ト
の
サ
ポ
ー
ト

活
動
期
間

　
平
成
27
年
６
月
〜
11
月

応
募
条
件

・
18
歳
以
上
の
方
（
高
校
生
不
可
）

・
他
の
サ
ポ
ー
タ
ー
と
仲
良
く
活

動
で
き
る
方

・
お
客
様
に
や
さ
し
く
接
す
る
こ

と
が
で
き
る
方

特
典

・
本
展
内
覧
会
（
10
月
５
日
）
へ

の
招
待

・
本
展
ポ
ス
タ
ー
等
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

・
そ
の
他
の
特
典

申
込
書

　
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
し
て
い
た
だ
く
か
、

役
場
産
業
振
興
課
・
鉄
の
展

示
館
へ
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法

　
申
込
書
を
郵
送
い
た
だ
く
か
、

直
接
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
町
で
は
、
今
年
、
放
送
開
始
20
周
年

を
迎
え
た
世
界
的
な
人
気
ア
ニ
メ
「
エ

ヴ
ァ
ン
ゲ
リ
オ
ン
」
と
、
そ
の
世
界
観

の
影
響
を
受
け
て
製
作
さ
れ
た
日
本
刀

が
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
た
特
別
展

「
ヱ
ヴ
ァ
ン
ゲ
リ
ヲ
ン
と
日
本
刀
展
」

を
10
月
６
日
か
ら
11
月
23
日
ま
で
開
催

し
ま
す
。
本
展
は
、
東
京
、
大
阪
な
ど

全
国
各
地
を
巡
回
し
、パ
リ
、マ
ド
リ
ー

ド
で
も
開
催
さ
れ
、
大
き
な
評
判
を
呼

ん
で
い
る
展
覧
会
で
す
。

　
本
展
の
様
々
な
活
動
に
参
加
し
、
大

い
に
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
け
る
サ
ポ
ー

タ
ー
「
チ
ー
ム 

エ
ヴ
ァ
」
を
募
集
し

ま
す
の
で
、
大
勢
の
皆
さ
ん
の
ご
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
!!

開催期日    10月 6日 ～ 11月 23日

会　　場　鉄の展示館

車 種 平成27年度

2,000円

2,000円

2,400円

3,700円

3,600円

6,000円

3,600円

2,400円

5,900円

平成28年度
から

原付や125ccを超えるバイク、小型特殊自動車などの税額

1,000円

1,200円

1,600円

2,500円

2,400円

4,000円

2,400円

1,600円

4,700円

50cc以下

50cc超  90cc以下

90cc超  125cc以下

ミニカー

軽二輪（250㏄以下）

二輪の小型自動車（250㏄超）

雪上車

小型特殊自動車（農耕作業用）

小型特殊自動車（その他）

原動機付
自 転 車

　
広
報
さ
か
き
１
月
号
で
お
知

ら
せ
し
た
、
原
付
自
転
車
な
ど

の
二
輪
車
、
小
型
特
殊
自
動
車

な
ど
の
税
額
の
引
上
げ
時
期
が
、

税
制
改
正
に
よ
り
平
成
27
年
度

か
ら
28
年
度
に
延
期
さ
れ
ま
し

た
。
税
額
は
左
表
の
と
お
り
で

す
。

　
ま
た
、
軽
自
動
車
税
の
納
税

通
知
書
は
５
月
中
旬
に
郵
送
し

ま
す
。

　
な
お
、
平
成
27
年
度
の
三
輪

及
び
四
輪
の
軽
自
動
車
の
税
額

に
つ
い
て
は
、
広
報
さ
か
き
１

月
号
で
お
知
ら
せ
し
た
と
お
り

で
す
。

◎問い合わせ先
　総務課税務係　☎82－3111（内線 143・144）有線 88－1033
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65歳以上の方の
介護保険料が変わります

　65歳以上の方（第1号被保険者）の介護保険料は、３年ごとに策定する介護保険事業計画に基づ
き見直すことになっています。
　急速な高齢化に伴い、介護サービスを利用する方が増え、皆さんが負担する費用も年々増加し
ております。平成27年度から３年間の介護保険事業計画でも、介護保険を利用される方の増加を
見込むなかで、以下のとおり介護保険料が変わります。

所得段階 対 象 と な る 方 基 準 額 に
対する乗率

保 険 料
（年額）

本人の合計所得金額と課税年金収入額の合計が
80万円以下の方、または老齢福祉年金受給者、生活保護受給者。 30,000円

45,000円

45,000円

54,000円

60,000円

72,000円

78,000円

84,000円

90,000円

96,000円

102,000円

本人の合計所得金額と課税年金収入額の合計が
80万円を超え120万円以下の方

住
民
税
非
課
税
世
帯

住
民
税
課
税
世
帯

で
本
人
非
課
税

住
民
税
本
人
課
税

第１段階

第２段階

第３段階

第４段階

第５段階

第６段階

第７段階

第８段階

第９段階

第10段階

第11段階

本人の合計所得金額と課税年金収入額の合計が
120万円を超える方

本人の合計所得金額と課税年金収入額の合計が
80万円以下の方

本人の合計所得金額と課税年金収入額の合計が
80万円を超える方

本人の合計所得金額が120万円未満の方

本人の合計所得金額が120万円以上200万円未満の方

本人の合計所得金額が200万円以上300万円未満の方

本人の合計所得金額が300万円以上400万円未満の方

本人の合計所得金額が400万円以上500万円未満の方

本人の合計所得金額が500万円以上の方

区分

０.５

０.７５

０.７５

０.９

１.２

１.３

１.４

１.５

１.６

１.７

１.０
（基準額）

　65歳以上の皆さんの平成27年度から29年度の介護保険料は、今後の介護サービス利用の費用を賄えるよう
算出し、基金の取り崩しによりできるだけ上昇を抑え、下表のとおり所得段階をこれまでの６段階から11段
階に細分化し、所得水準に応じたきめ細かな設定としました。
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仮徴収と
本徴収の
差額

仮徴収と
本徴収の
差額

0円

30,000円
仮徴収と
本徴収の
差額

仮徴収と
本徴収の
差額

１回の年金から引かれる介護保険料額に
生じる差を小さくする『平準化』を行います

　介護保険料の一般的な納付方法は、受給されている年金から、年度の前半（４月、６月、８月）を仮徴
収、後半（10月、12月、２月）を本徴収として天引きされます。
　皆さんの介護保険料は昨年の所得が確定した７月に決定されますので、仮徴収（４月、６月、８月）で天
引きされる額は、前年度の２月に納付した額と同額となり、本徴収（10月、12月、２月）は、確定した年額
から仮徴収で納めていただいた額を差し引いた額を３回に分けて納付していただくこととなります。
　年間の介護保険料額ができるだけ均等となるよう、この仮徴収と本徴収、及び翌年度との差を小さくする
ために行う補正が「平準化」です。ご不明な点はお問い合わせください。

年金天引き及び平準化のイメージ

（１）「平準化」を実施しない場合の仮徴収と本徴収の差額

前年度
（H26） 本年度（H27）

翌年度（H28）
（　）内は保険料段階
変更なしの場合

仮徴収合計  15,000円

15,000円
６月・８月は
15,000円

本徴収

２月

仮徴収（当該年度の保険料未定） 本徴収（当該年度の保険料決定） 仮徴収

４月４月 ６月 ８月 10月 12月 ２月

5,000円 5,000円 5,000円 5,000円 15,000円 15,000円 15,000円

本徴収合計  45,000円

例）介護保険料が60,000円（年額）の場合

（２）「平準化」を実施した場合の仮徴収と本徴収の差額

仮徴収合計  30,000円

10,000円
以降６月～２月も

10,000円

本徴収

２月

仮徴収（当該年度の保険料未定） 本徴収（当該年度の保険料決定） 仮徴収

４月４月 ６月 ８月 10月 12月 ２月

5,000円 5,000円 12,500円 12,500円 10,000円 10,000円 10,000円

本徴収合計  30,000円

◎問い合わせ先　【保険料改定について】　福祉健康課保険係　☎82－3111（内線134）　有線88－1030
　　　　　　　　【平準化について】　　　総務課税務係　☎82－3111（内線143）　有線88－1033

保険料改定に伴い

例）

例）
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平成27年度「地域づくり活動支援事業」

16自治区の事業に助成
　
４
月
16
日
（
木
）、
役
場
講
堂
で

「
地
域
づ
く
り
活
動
支
援
事
業
」
の

事
業
選
考
会
が
開
催
さ
れ
、
各
区

の
特
性
を
活
か
し
た
16
の
助
成
事
業

が
決
定
し
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
、
自
律
と
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
に
向
け
て
、
各
区
が
創
意

と
工
夫
に
よ
っ
て
行
う
地
域
づ
く
り

活
動
を
支
援
す
る
も
の
で
す
。
選
考

会
は
一
般
公
開
さ
れ
、
申
請
し
た
区

の
代
表
の
皆
さ
ん
は
、
選
考
委
員
に

対
し
事
業
計
画
の
説
明
や
必
要
性

を
ア
ピ
ー
ル
し
、
選
考
委
員
は
公

益
性
、
自
主
性
、
発
展
性
、
地
域
性
、

独
創
性
な
ど
の
視
点
に
よ
り
審
査
を

行
い
ま
し
た
。

安井幸次
成澤英夫
沢﨑克明
安藤清雄
笠井正德
倉科　泉
中島　敏

長野大学環境ツーリズム学部教授
坂城町行政協力員会会長
坂城町行政協力員会副会長
坂城町行政協力員会副会長
坂城町行政協力員会副会長
坂城町行政協力員会副会長
坂城町公民館長

「地域づくり活動支援事業」選考委員（敬称略）

　区内に居住する小中学生をはじめ、高齢者など幅広い世代間の交流は
もとより、外国籍の方や近隣自治区の参画を働き掛けるなかで、泉区グラ
ウンドの維持管理や花いっぱい事業（菊づくり・プランター植栽）などを
実施し、地域の連携と親睦を高める。

　江戸時代この地の一大産業であった「玄古たばこ」栽培の歴史を後世
に伝えるため、たばこを地域に広めた玄古和尚の墓石を地域住民の参加
により保存修復する。また、地域の伝統である三社まつりを開催し、玄古
和尚の偉業と合わせ、歴史と伝統を共有し、郷土への関心を高め、地域
の連帯感を醸成する。

　区民全員が参加でき、区全体の親睦・交流・相互理解など、地域社会
では特に大切であるコミュニティ機能の増進を図るため、年中行事のひと
つとして定着している「夏祭り」を実施する。

　自主防災会の環境整備による区の避難場所の明確化、主要施設及び全
世帯への防災マップ配布（区内事業所を含む）、一次避難場所の看板設置、
防災訓練の実施を通じ、区民の防災意識の高揚、啓発を図り、安心・安
全な地域づくりを推進する。

　区内史跡めぐりや民俗学講演会を実施し、地域の先人が営々として守り
育んできた文化や歴史に学び触れ、協力協働の精神を醸成し、良好なコ
ミュニティ形成の一助とする。

新地区防災対策強化
事業

事業名・総事業費 事 業 概 要 交付決定額（円）

　区内は住居が広く分布していることから、消火栓、防火水槽、ＡＥＤ設
置場所や一次避難場所を熟知するため、防災マップを作成し、公民館広
場及び公民館室内に案内板を掲示することで、火災、地震などの災害か
ら地域住民の生命、財産を守るとともに、区民の防災意識の高揚を図る。

新

地

区名

【総事業費】   266,000円

金

井

金井今昔夢ものがた
り事業

【総事業費】   580,000円

入
横
尾

入横尾区夏祭り

【総事業費】   455,000円

町
横
尾

三社まつりと往海玄
古墓石保存による文
化継承事業

【総事業費】   312,000円

泉
子供たち～お年寄り
までのつながり事業

【総事業費】   450,000円

四
ツ
屋

四ツ屋区防災体制見
直し事業

【総事業費】   374,000円

223,000

246,000

80,000

149,000

264,000

270,000
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　住みやすい地域づくりを目指し、住民を主体として区内事業所にも協力
をいただき、区民憩いの場であるとともに遠足時の小学生たちの休息所と
なっている神社とその敷地の環境整備のため立木を伐採するほか、ホタ
ルの飛び交う自然豊かな遊歩道や川沿いの桜などの整備を実施する。

　区内に４か所ある土砂災害警戒区域や地震、火災などに対して危機管
理体制を整えるため、防災マップを作成する。また、毎年定期的に防災
訓練を重ねることで、区民の防災意識を高め、あわせて区民が大勢参加
する「区民ふれあいの集い」における訓練や説明会を開催することで非
常時の行動を周知徹底し、防災、減災につなげる。

　伝統行事の継承を目的として、十王堂縁日を開催し、合わせて笹舟流し
などを行い、区民及び地域住民の親睦と交流を図り、十王堂の歴史及び
村上義清公墓所の存在を後世へ伝承する。

御所沢区民　防災訓
練とふれあいの集い

事業名・総事業費 事 業 概 要 交付決定額（円）

御
所
沢

区名

【総事業費】   340,000円

田

町

十王堂縁日と十王堂縁
日関連施設整備事業

【総事業費】   410,000円

南
日
名

区民憩いの場所整備

【総事業費】   350,000円

　「夏まつり」再開５周年目を迎え、各コーナーを充実させた祭りを開催し、
地域コミュニティの意識高揚と地域活動の活性化、伝統文化を継承する担
い手の育成を図り、事業の定着化を目指す。また、区内の史跡を巡り歩く「史
跡めぐり事業」により、史跡の歴史と伝承を守る。

北
日
名

５周年記念北日名区
「夏まつり」と史跡め
ぐり事業
【総事業費】   250,000円

　恒例となっている延命地蔵尊祭りと子供奉納相撲を通じ、地域住民が協
働して企画、運営に携わり、前夜祭、本祭に向けて事業を実施するなかで、
世代を越えた親睦と伝統行事の維持継承を図る。

日
名
沢

延命地蔵尊祭りと子
供奉納相撲

【総事業費】   390,000円

　テレビドラマによる紹介も加わり、町内外に広く知りわたり始めた葛尾
城跡への登山道は人気のトレッキングコースとなっている。その駐車場、
トイレ、休憩所として多目的広場の清掃・整備を行い、利用促進にともな
い坂城町のイメージアップを図る。また、地域伝統の祭りへの参加を促し、
伝統の継承と活性化を目指す。

葛尾登山者専用駐車場
及び多目的広場の整備
並びに伝統継承活動

大

宮
【総事業費】   191,000円

　火災や自然災害に備え、区民の防災意識と近隣との共助の意識を啓発し、
有事の際の被害の防止、軽減を図ることを目的として、防災意識、要支援
者把握のためのアンケート調査や防災講習の開催、防災マップ作成など
の事業を実施する。

網掛区防災意識啓発
事業

網

掛【総事業費】   447,000円

　地震や集中豪雨などの自然災害から区民の生命を守るため、防災に関
する県出前講座や区内危険箇所のパトロールを実施し、危険箇所図を作成
する。あわせて要支援者へのサポートについて考えるとともに、自らの生
命を守る術を学習し、区民一人ひとりが互いに助け合う仕組みを構築する。

『上五明区  災害対策
学習会』実施事業

上
五
明【総事業費】   255,000円

　子どもたちの安全・安心な通学路確保と一般住民の交通安全のため、
町道と県道との交差点を中心に交通安全施設を関係団体と連携して設置
する。また、出浦沢川のアレチウリ除去を継続実施し、ホタルの舞う水辺
環境の復活をさらに推進する。

安全な村づくり　交
通安全対策及び環境
保全事業

上

平【総事業費】   350,000円

　区民手づくりの催し「ふるさと創生夏まつり」で、三世代が集えるイベ
ントを新たに企画し、世代間を越えた区民の交流を図る。また、大望橋親
水ひろばの草刈り・整地を継続し、区民の憩いの場づくりを推進する。

月

見

「ふるさと創生」連携
と安らぎの地域づくり

【総事業費】   360,000円

※助成対象となる事業費には一定の制約があります。助成の上限は30万円です。

168,000

121,000

246,000

120,000

80,000

59,000

258,000

176,000

210,000

69,000

◎問い合わせ先　企画政策課まち創生推進室　☎82－3111（内線 241）有線 88－1010
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◎申込・問い合わせ先
　建設課下水道係
　☎82－3111（内線 170 ・179）
　有線 88－1016

受 益 者 負 担 金 の
納付をお願いします

　
下
水
道
の
供
用
区
域
の
拡
大
に
伴

い
、
順
次
、
下
水
道
建
設
費
の
一
部

を
負
担
す
る
受
益
者
負
担
金
の
納
付

を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
新

た
に
対
象
と
な
る
の
は
、10
、11
ペ
ー

ジ
の
図
で
濃
く
色
の
か
か
っ
た
区
域

に
土
地
を
所
有
・
借
用
し
て
い
る
方

で
、
下
水
道
へ
の
接
続
が
可
能
に
な

る
と
、
納
付
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。

手
続
き

　
新
た
に
対
象
と
な
る
方
に
は
『
受

益
者
申
告
書
』
を
送
付
し
ま
す
の
で
、

対
象
と
な
る
土
地
を
確
認
の
う
え
、

申
告
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
提

出
さ
れ
た
申
告
内
容
を
審
査
し
、
賦

課
ま
た
は
猶
予
の
決
定
を
し
ま
す
。

負
担
金
額

　
一
つ
の
敷
地
（
土
地
の
筆
が
複
数

で
も
、
一
つ
の
区
画
を
形
成
し
て
い

る
一
団
の
土
地
）
に
対
し
て
、
一
律

に
負
担
と
な
る
均
等
割
と
敷
地
面
積

割
の
合
算
に
な
り
ま
す
。

○
均
等
割
　
19
万
３
千
円

○
面
積
割
　
３
５
０
円
／
㎡

猶
予
に
つ
い
て

　
農
地
な
ど
で
徴
収
猶
予
の
要
件
に

あ
て
は
ま
る
場
合
は
、
負
担
金
の
徴

収
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

　
納
期
は
、
８
月
・
10
月
・
12
月
・

２
月
の
４
回
と
な
り
ま
す
。
納
付
は
、

年
４
回×

５
年
の
20
回
分
割
で
す

が
、
全
額
一
括
や
１
年
分
の
前
納
な

ど
に
は
、
報
奨
金
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

　
す
で
に
納
付
対
象
で
納
付
が
済
ん

で
い
な
い
方
と
、
今
年
度
か
ら
新
た

に
賦
課
の
対
象
と
な
る
方
（
賦
課
決

定
通
知
を
同
封
）
に
は
７
月
中
に
納

付
書
を
発
送
し
ま
す
。

　
新
た
に
受
益
者
負
担
金
の
賦
課
対

象
と
な
る
区
域
を
含
め
、
現
在
下
水

道
が
供
用
開
始
さ
れ
て
い
る
区
域
に

あ
る
お
宅
で
、
ま
だ
下
水
道
へ
接
続

さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
早
期
の
接
続

を
お
願
い
し
ま
す
。

平成27年度下水道受益者負担金　新規賦課区域
濃く色のかかっている区域が、新たに受益者負担金の対象となる主な区域です。

国
道
18
号

国
道
18
号

（株）栗林製作所様（株）栗林製作所様

坂城テクノセンター坂城テクノセンター

主要地方道
坂城インタ

ー線

県
道
上
室
賀
坂
城
停
車
場
線

県
道
上
室
賀
坂
城
停
車
場
線

びんぐしの里公園びんぐしの里公園

すぱーく
坂城
すぱーく
坂城

谷川谷川

し
な
の
鉄
道

し
な
の
鉄
道

福沢
川

福沢
川【網掛地区】 【南条・中之条地区】【網掛地区】 【南条・中之条地区】

下
水
道
事
業
受
益
者
負
担
金
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広がる下水道供用区域
将来にわたる良好な水環境を保全するために

　
下
水
道
の
宅
内
排
水
設
備
工
事

は
、
町
に
登
録
さ
れ
て
い
る
「
下
水

道
排
水
設
備
指
定
工
事
店
」
で
な
け

れ
ば
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
工
事
契
約

の
際
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
工
事

店
の
一
覧
表
は
建
設
課
に
あ
り
ま
す

の
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。（
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け

ま
す
。）

　
こ
の
制
度
は
、
下
水
道
が
供
用
開

始
さ
れ
た
区
域
の
方
が
、
宅
内
か
ら

下
水
道
へ
の
接
続
工
事
（
宅
内
排
水

設
備
工
事
）
に
要
す
る
資
金
の
あ
っ

旋
と
利
子
補
給
を
行
い
、
下
水
道
の

普
及
促
進
を
図
る
も
の
で
す
。

融
資
あ
っ
旋
額

　
１
世
帯
20
万
円
以
上
１
０
０
万
円

以
下
（
た
だ
し
、
排
水
設
備
工
事

に
要
し
た
費
用
以
内
）

利
率

　

３
・
６
５
％
（
保
証
料
込
）

利
子
補
給

　

利
子
の
２
分
の
１
相
当
を
補
給

償
還
方
法

　
５
年
60
回
払
い
以
内
の
元
利
均
等

月
賦
償
還

　
融
資
あ
っ
旋
対
象
者
の
条
件
な

ど
、
詳
し
く
は
、
建
設
課
下
水
道
係

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
下
水
道
に
接
続
す
る
と
、
使
用
量

に
応
じ
て
、
２
か
月
に
一
度
、
下
水

道
使
用
料
を
納
め
て
い
た
だ
く
よ
う

に
な
り
ま
す
。

　
下
水
道
使
用
料
の
納
入
に
は
、
便

利
な
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
・
金
融
機
関
・
役
場
窓
口
で
の
現

金
納
入
も
で
き
ま
す
。

　
公
共
下
水
道
の
事
業
認
可
区
域
な

ど
の
下
水
道
整
備
計
画
が
さ
れ
て
い

る
区
域
以
外
の
区
域
で
、
専
用
住
宅

に
合
併
処
理
浄
化
槽
を
設
置
す
る
場

合
が
補
助
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
申
請
さ
れ
る
方
は
、
着
工
前
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

出浦沢川出浦沢川

【上平地区】

平成27年度下水道受益者負担金　新規賦課区域
濃く色のかかっている区域が、新たに受益者負担金の対象となる主な区域です。

【上平地区】
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2,500円

2,600円

５月12日（火）・13日（水）・15日（金）

５月14日（木）

６月10日（水）～12日（金）

指定期間内

場 所 健 診 料 金受 診 方 法 日 程

集 団 健 診

個 別 健 診

人間ドック

文化センター

ＪＡちくま村上

保健センター

千曲市・坂城町の医療機関

・予約された健診機関でお受けいただきます。
・受診の助成があります。（保健センター窓口での申請が必要となります。）

　40歳～74歳の方を対象とした特定健診は、増え続ける医療費の適正化を図るため、病気の予防に重点を置き、
町民の皆さんが「自分自身で健康を守るために」受けていただく大切な健診です。病気にならない、また治療中
の方は病気を重症化させないために、１年に１回健診を受けてご自分の身体のことを知る機会にしましょう。

◎申込・問い合わせ先　保健センター　☎82－3111（内線 511・512）　有線 88－1047

健康への道のりは、「今の身体の状態を知ること」「自分にできる改善方法を見つけること」が必要です。
ぜひ、この機会に健診を受けて自分自身の健康について考えましょう。

下表の方法で受診できます。申込者に随時案内通知をお送りします。
まだお申し込みいただいていない方はお問い合わせください。

加入されている保険者からの案内をご覧いただき、受診してください。

国民健康保険に
加入されている方

国民健康保険以外の方

　Ｂ型・Ｃ型ウイルス肝炎は、感染していても症状が現れにくく、感染に気づかず放置すると慢性肝炎か
ら肝硬変、肝がんに進行する場合があります。早期に発見し、早期治療へつなげることで、深刻な症状に
進行するのを防ぐことができます。検査は血液検査です。まだ受けたことのない方は、一度検査をお受け
ください。申込者に案内通知をお送りします。

便の潜血検査（２日間）

血液検査

かかとの超音波検査

対 象 者 検 診 料 金検 診 の 種 類 検 査 内 容

40歳以上

50歳以上の男性

40歳以上の女性

大腸検診

前立腺がん検診

骨検診

800円

840円

700円

町で実施する集団健診・個別健診を

自己負担1,000円で受診できる制度です。

国民健康保険に加入され、今年度40歳を迎えられる方（昭和50年４月１日～昭和
51年３月31日生）　※対象者には、案内通知をお送りします。対象者

ウィルス肝炎検診（検診日は上記集団特定健診日）

大腸検診・前立腺がん検診・骨検診（検診日は上記集団特定健診日）

対象者　40 歳以上　　料金　900 円　　申込締切　５月 29 日（金）
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農繁期作業　田植え・収穫
一般作業
剪定作業
袋掛け作業

トラクター耕うん

すき起こし

田植え機

代かき作業

自脱型コンバイン

バインダー

ハーベスター

バックホー

ワラ切断（カッター）
乗用草刈機

スピードスプレヤー（散布のみ）

920円
820円

1,800円
820円

１回目 　　  9,800円
２回目  　 　8,100円

9,900円
7,700円

11,700円

10,400円

苗付     　　　    35,000円
田植えのみ   　  10,800円
苗のみ（１箱）       1,050円
苗運搬費　 　      1,500円
ワラ結束   　　  23,500円
ワラ切断   　　  24,500円
運搬費　　      　 2,000円

4,400円

3,900円
3,400円
3,250円

１時間当たり
〃
〃
〃

10ａ当たり

10ａ当たり
10ａ当たり

10ａ当たり
（苗箱施薬代は別途）

10ａ当たり

10ａ当たり
（結束ひも付）

10ａ当たり
（機械１人付）

１時間当たり
（オペレーター付）

（運搬費別）

10ａ当たり
１時間当たり
10ａ当たり

基盤整備していない田、 
５ａ未満の田及びワラ
を入れた場合は、それぞ
れ加算する

倒伏、 湿田の場合は20
％増し

◎問い合わせ先　産業振興課農林整備係　☎82－3111（内線156）　有線88－1040

人
力
作
業

動

力

作

業

作 業 名 賃 金 又 は 料 金 適 用

※

圃
場
条
件
・
作
業
の
難
易
・
土
質
・
圃
場
の
大
小
等
に
よ
り
料
金
加
算
す
る

平成27年度の協定

農作業標準賃金・農作業機械標準料金

農産物等地域ブランド化事業補助金
　町では、地場産業の振興と地域の活性化を図るため、「農産物等地域ブランド商品」（以下、「ブランド商品」）
として、町を広く内外にＰＲできる商品の開発またはその販売に取り組む団体などを支援します。

◎問い合わせ先　産業振興課産業振興係　☎82－3111（内線 152） 　有線 88－1036

提 出 書 類補 助 期 間

補助金額・補助率

対 象 事 業

対 象 者

産業振興課へご請求ください平成 28 年３月 31 日まで

①・②は限度額 20 万円、  ③は限度額５万円で、いずれも補助対象経費の２分の１以内

町内で行うブランド化を目指す商品に関する以下の内容
①商品を開発し、商品化するための生産設備を整備拡充するための経費
②商品の開発、商品化、または既存の商品を改良し、新しく商品化するための経費
③商品の販売促進における経費

農産物等を活用し、ブランド化を目指す商品の開発またはその販売に取り組む団体または事業者

13



　
　
　
　
　
　

荒
川

　正
朋

　参
事
公
益
財
団
法
人
さ
か
き
テ
ク

ノ
セ
ン
タ
ー
派
遣
（
企
画
政
策
課

長
兼
契
約
・
管
財
係
長
兼
人
権
・

男
女
共
生
係
長
）

柳
澤

　博

　副
参
事
企
画
政
策
課
長
（
教
育

文
化
課
長
兼
文
化
の
館
館
長
兼
坂

木
宿
ふ
る
さ
と
歴
史
館
館
長
）

塩
澤

　健
一

　人
権
・
男
女
共
生
推
進
幹
兼
隣

保
館
長
兼
人
権
・
男
女
共
生
係

長
（
公
益
財
団
法
人
さ
か
き
テ
ク

ノ
セ
ン
タ
ー
派
遣
）

中
村

　淳

　交
通
網
対
策
推
進
幹
兼
都
市
・
公

園
係
長
（
ま
ち
づ
く
り
推
進
室
長
）

宮
下

　和
久

　教
育
文
化
課
長
兼
文
化
の
館
館
長

兼
坂
木
宿
ふ
る
さ
と
歴
史
館
館
長

（
収
納
対
策
推
進
幹
）

小
奈

　千
秋

　食
育
・
学
校
給
食
振
興
幹
兼
食

育
・
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長
兼

業
務
係
長
（
葛
尾
組
合
派
遣
）

池
上

　浩

　収
納
対
策
推
進
幹
（
環
境
保
全

係
長
）

大
井

　裕

　福
祉
健
康
課
長
兼
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
所
長
（
総
務
係
長
）

竹
内

　禎
夫

　葛
尾
組
合
派
遣（
農
林
整
備
係
長
）

青
木

　昌
也

　生
涯
学
習
専
門
幹
兼
ス
ポ
ー
ツ
推

進
担
当
係
長
（
文
化
財
セ
ン
タ
ー

所
長
兼
文
化
財
係
長
兼
格
致
学

校
歴
史
民
俗
資
料
館
係
長
）

池
田

　弥
惣

　文
化
財
セ
ン
タ
ー
所
長
兼
文
化
財

係
長
兼
格
致
学
校
歴
史
民
俗
資

料
館
係
長
（
隣
保
館
長
）

山
﨑

　敏
雄

　農
林
整
備
専
門
幹
兼
農
林
整
備

係
長
（
下
水
道
係
長
）

臼
井

　洋
一

　総
務
係
長
（
財
政
係
長
）

関

　貞
巳

　ま
ち
創
生
推
進
室
長
兼
契
約
・
管

財
係
長（
ス
ポ
ー
ツ
推
進
担
当
係
長
）

伊
達

　博
巳

　財
政
係
長
（
福
祉
係
長
）

金
子

　保
典

　下
水
道
係
長
（
建
設
係
長
）

宮
下

　雅
敏

　環
境
保
全
係
長
（
都
市
・
公
園

係
長
）

宮
原

　永
治

　教
育
文
化
課
係
長
（
産
業
振
興

係
長
）

北
沢

　明

　固
定
資
産
税
担
当
係
長
（
教
育

文
化
課
係
長
）

三
井

　健
志

　生
活
安
全
係
長（
農
地
担
当
係
長
）

春
日

　康
成

　農
地
担
当
係
長
（
国
土
調
査
担

当
係
長
）

山
下

　昌
律

　商
工
観
光
係
長
（
生
活
安
全
係
長
）

北
村

　一
朗

　福
祉
係
長
（
商
工
観
光
係
長
）

小
河
原

　秀
昭

　産
業
振
興
係
長
（
ま
ち
づ
く
り
推

進
係
長
）

髙
橋

　卓
也

　ま
ち
創
生
推
進
係
長
（
固
定
資
産

税
担
当
係
長
）

鳴
海

　健
児

　建
設
係
長
（
建
設
課
主
任
）

【
保
育
園
関
係
】

宮
坂

　和
美

　村
上
保
育
園
副
園
長
（
南
条
保

育
園
副
園
長
）

春
日

　順
子

　南
条
保
育
園
副
園
長
（
坂
城
保

育
園
副
園
長
）

中
村

　美
智
子

　坂
城
保
育
園
副
園
長
（
坂
城
保

育
園
主
査
）

【
新
規
採
用
】

相
原

　将
男

　総
務
課

寺
島

　純
子

　教
育
文
化
課

岡
田

　治
樹

　建
設
課

【
県
派
遣
職
員
】

青
木

　美
奈
子

　産
業
振
興
課

【
社
会
福
祉
法
人
坂
城
福
祉
会
出
向

職
員
】

古
川

　幸
世

　地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
社
会
福

祉
士

【
非
常
勤
特
別
職
】

平
林

　博
子

　子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
所
長
兼
相

談
員

神
尾

　敦
男

　教
育
・
心
理
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

渡
邊

　勇
夫

　武
道
館
長
兼
指
導
員

小
中
学
校
に
新
校
長
・
新
教
頭
・
新
Ａ
Ｌ
Ｔ
が
着
任

４
月
１
日
付
け

藤岡 治 校長
（村上小）

南澤 博 校長
（南条小）

塚田 常昭 教頭
（坂城中）

大池 世佳 教頭
（坂城小）

ヨハン・ハービック先生
（小学校 ALT）

ブライアン・バートン先生
（中学校 ALT）

役
場
の
人
事
異
動

係
長
以
上
を
掲
載

（
　
　
）内
は
前
任

小
中
学
校
に
新
校
長
・
新
教
頭
・
新
Ａ
Ｌ
Ｔ
が
着
任

※

Ａ
Ｌ
Ｔ …

 

外
国
語
指
導
講
師
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納
期
限
ま
で
に
、
最
寄
り
の
金

融
機
関
及
び
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
で
納

め
て
く
だ
さ
い
。
口
座
振
替
は
、

６
月
１
日
（
月
）
に
指
定
口
座
か

ら
振
替
を
し
ま
す
の
で
、
振
替
日

前
日
ま
で
に
残
高
を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

　
納
付
方
法
や
口
座
の
変
更
を
希

望
さ
れ
る
場
合
は
、５
月
21
日
（
木
）

ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◎
連
絡
・
問
い
合
わ
せ
先

　
総
務
課
収
納
推
進
係

　
☎
８
２―

３
１
１
１（
内
線
１
４
２
）

　
有
線
８
８―

１
０
３
２

　
県
で
は
、
生
活
や
就
労
な
ど
様
々

な
問
題
を
抱
え
て
お
困
り
の
方
を

広
く
受
け
止
め
、
関
係
機
関
と
連

携
し
な
が
ら
相
談
支
援
を
行
う
「
長

野
県
生
活
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー
ま

い
さ
ぽ
」
を
県
下
各
地
に
開
設
し

ま
し
た
。

　
お
困
り
の
こ
と
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
ま
い
さ
ぽ
信
州
長
野

　
長
野
市
若
里
３―

10―

31

　
　
　
　
　
大
幸
ビ
ル
２
０
１
号

　
☎
０
２
６―

２
６
７―

７
０
８
８

　
水
防
の
技
術
向
上
と
重
要
性
を

広
く
ご
理
解
い
た
だ
く
た
め
、
千

曲
川
で
10
年
ぶ
り
の
大
規
模
な
水

防
演
習
を
行
い
ま
す
。

日
時
　
５
月
23
日
（
土
）

　
　
　
午
前
８
時
30
分
〜

　
　
　
午
後
０
時
30
分

　
　
　※

小
雨
決
行

場
所
　
長
野
市
篠
ノ
井
横
田
地
先

　
　
　（
篠
ノ
井
橋
下
流
左
岸
河
川
敷
）

内
容
　

・
各
市
町
村
に
よ
る
水
防
工
法
実
演

・
避
難
、
人
命
救
助
、
炊
き
出
し
訓
練

・
体
験
、
展
示
コ
ー
ナ
ー

入
場
料
　
無
料

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
千
曲
川
河
川
事
務
所

　
☎
０
２
６―

２
２
７―
７
６
１
１

　
緑
豊
か
な
住
み
よ
い
郷
土
づ
く

り
の
推
進
と
森
林
資
源
の
育
成
を

図
り
、
林
業
の
発
展
と
森
林
に
対

す
る
感
謝
の
心
を
醸
成
す
る
た
め

育
樹
祭
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
　
５
月
22
日（
金
）

　
　
　
午
前
10
時
〜
正
午

　
　
　※

雨
天
中
止

会
場
　
坂
城
地
区  

和
平  

町
有
林

内
容
　
町
有
林
の
下
草
刈
り
、枝
打
ち

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
産
業
振
興
課
農
林
整
備
係

　
☎
８
２―

３
１
１
１（
内
線
１
５
５
）

　
有
線
８
８―

１
０
３
８

　
江
戸
時
代
末
か
ら
明
治
時
代
初

め
に
、
町
の
開
墾
事
業
を
奨
励
し
、

郷
土
の
発
展
に
尽
力
し
た
稲
玉
徳

兵
衛
翁
を
偲
ぶ
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
　
５
月
17
日
（
日
）

　
　
　
午
後
１
時
15
分
〜

　
　
　※

雨
天
決
行

場
所
　
昌
信
神
社
（
平
沢
）

※

送
迎
バ
ス
が
、
午
後
１
時
に
心

光
寺
か
ら
出
発
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
稲
玉
徳
兵
衛
翁
頌
徳
伝
承
会
事
務
局

　
☎
・
有
線
８
２―

７
７
８
９

軽
自
動
車
税

納
期
限
は
６
月
１
日（
月
）

教育長室　内線251  有線88－1004
教育文化課
　課長　内線252  有線88－1012
　学校教育係　内線253  有線88－1019
企画政策課
　まち創生推進室　内線241  有線88－1010
　契約・管財係　内線223  有線88－1000

役場庁舎内の電話番号を一部変更
日時　５月27日（水）・28日（木）の２日間
会場　千曲市更埴文化会館　小ホール
申込　５月11日（月）から（午前８時～午後５時）
　　　印鑑と受講料6,000円を持参のうえ消防署で申込

日時　５月22日（金）午前９時～正午　
会場　戸倉上山田消防署

◎申込・問い合わせ先　千曲坂城消防本部  ☎026－274－0119
　　　　　　　　　　　坂城消防署  ☎・有線82－0119

平成27年度から28年度にかけて、戸倉上山田消防署庁舎
改築工事が行われるため、現在の消防本部総務課と予防課
が更埴消防署へ配置転換されました。消防用設備・危険物
施設の設置、届出などは、更埴消防署庁舎（千曲市大字杭
瀬下84番地）へお願いします。

三井住友海上火災保険㈱新特級代理店
三井住友海上あいおい生命保険㈱代理店

お車のことならなんでも スバルショップ坂城千曲川 お客さまの生活をまもり安心をお届けする 特級代理店

日 時間
受付

お客様の身近な存在であり続けます。困ったときはいつでもヤナモへ！！

（８２）７０４３認証・登録番号0000620
エコアクション21

北陸信越運輸局指定工場
エコアクション 認証登録事業所

私達はお客様がより良い保険にご加入されますことを願っています
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食
育
・
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

☎
・
有
線
８
２―

２
５
５
９

坂城町交番
☎・有線 82-2008

村上小学校
「歌い継がれて１００年目」

垂見  茂樹

　３月20日から坂城町交番所
長となりました垂見です。坂
城町で勤務できることを大変
嬉しく感じています。町民の
皆さんには、今後さまざまな
形でお世話になりますが、よ
ろしくお願い申し上げます。

　特殊詐欺被害は、電話で話
をするうちに犯人のペースに
乗せられて騙されてしまう場
合が多くあります。
　大切な資産を守るため、電
話で「お金の話」が出たらす
ぐに電話を切って、身近な人
や警察に相談してください。

特殊詐欺被害の防止

坂城町交番所長

　私
た
ち
に
と
っ
て
「
食
べ
る

こ
と
」
は
生
き
て
い
く
う
え
で

欠
か
せ
な
い
こ
と
で
す
。
子
ど

も
た
ち
が
、
大
人
に
な
っ
て
も

健
康
で
過
ご
し
て
い
く
た
め
に

は
、
体
や
心
の
成
長
期
に
望
ま

し
い
食
生
活
を
身
に
付
け
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

　食
育
と
は
、「
食
」
に
関
す
る

正
し
い
知
識
と
自
ら
選
択
で
き
る

力
な
ど
を
身
に
つ
け
て
、
健
全
な

食
生
活
を
将
来
に
わ
た
っ
て
実
践

で
き
る
よ
う
な
人
に
育
て
て
い
く

こ
と
で
す
。

　学
校
で
は
、
食
育
の
中
心
と
な

る
給
食
の
ほ
か
、
各
教
科
は
も
ち

ろ
ん
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間
、

道
徳
、
特
別
活
動
と
連
携
し
、
学

校
教
育
全
体
を
通
し
て
食
育
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
村
上
小
学
校
は
、
昨
年
創
立
１
４
０
周
年
を
迎

え
、
地
域
の
皆
様
と
共
に
記
念
事
業
を
通
し
て
お

祝
い
を
し
、
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
学
校
の
歴
史
を
改
め

て
感
じ
、
一
つ
の
節
目
に
在
籍
し
て
、
学
校
へ
の

愛
着
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
今
年
は
校
歌
が
制
定
さ
れ
て
、ち
ょ
う
ど
１
０
０

年
目
に
あ
た
り
ま
す
。
長
い
年
月
歌
い
継
が
れ
、

移
り
変
わ
る
時
代
の
中
で
、
紆
余
曲
折
し
な
が
ら

も
、
そ
の
時
代
そ
の
時
代
を
生
き
て
き
た
人
た
ち

の
学
校
で
の
活
躍
を
支
え
て
き
ま
し
た
。
式
や
い

ろ
い
ろ
な
会
、
学
校
行
事
の
中
で

は
必
ず
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど
歌
わ

れ
ま
す
。

　
こ
の
校
歌
は
、
大
正
４
年
（
１

９
１
５
年
）
10
月
に
制
定
さ
れ
、

作
詞
者
は
「
県
歌
信
濃
の
国
」
を

作
詞
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
浅
井

洌
先
生
で
す
。
作
曲
者
は
当
初
分

か
ら
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
そ
の

後
の
調
べ
で
、
童
謡
「
夕
焼
け
小

焼
け
」
を
作
曲
し
た
草
川
信
氏
の
兄
、
青
木
友
忠

先
生
と
分
か
り
ま
し
た
。

　
歌
詞
の
内
容
な
ど
を
考
慮
し
２
番
が
歌
わ
れ
な

か
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
歌
詞
が
変
更
さ
れ

て
歌
わ
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ
な

思
い
を
の
せ
て
、
１
０
０
年
の
間
歌
い
継
が
れ
て

き
た
伝
統
あ
る
校
歌
は
、
歌
い
終
わ
る
と
子
ど
も

た
ち
の
澄
ん
だ
歌
声
が
い
つ
ま
で
も
残
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
歴
史
を
持
つ
校
歌
、
そ
の
１
０
０

周
年
を
記
念
し
、
さ
ら
に
末
長
く
歌
い
継
が
れ
る

こ
と
を
願
い
、
昨
年
12
月
に
校
歌
制
定
１
０
０
周

年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
が
立
ち
上

が
り
ま
し
た
。
現
在
４
つ
の
小
委
員

会
に
分
か
れ
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

10
月
に
は
音
楽
会
と
あ
わ
せ
て
記
念

式
典
も
予
定
し
て
い
ま
す
。
校
歌
制

定
１
０
０
周
年
を
一
つ
の
節
目
と
し

て
、
郷
土
の
学
校
と
し
て
地
域
の

方
々
と
連
携
を
さ
ら
に
深
め
、
よ
り

よ
い
校
風
を
築
い
て
い
き
た
い
と

願
っ
て
い
ま
す
。
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水分補給のお茶、おむつ、おしりふき、
お手ふき、ティッシュ、着替え、ゴミ袋

◇平　日　　　　　 午前９時～正午・午後２時～４時 30 分
◇第２・第４土曜日　午前９時～正午

★保育園分室では、育児・子育てのご相談を随時お受けします。
　また、保育園栄養士の食育相談を行っています。
　離乳食・幼児食・食べ方などお気軽にご相談ください。

　お日さまポカポカ、外あそびが楽しい季節がやってき
ました。お家の近くの公園や広場におやつを持ってピク
ニック気分で出かけるのもいいですね。遊び慣れた遊具
でも、ひと味違う楽しさが見つかるかもしれません。
　５月といっても気温の差が大きかったり、日差しが強
かったりします。帽子などの日よけの用意やこまめな水
分補給もお忘れなく。

★子どものことで心配があるけど誰に話していいかわからない、
話を聞いてもらいたいなどのお悩みがありましたら、いつで
も遠慮なくご相談ください。
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５月
3 日（日）

4 日（月）

5 日（火）

6 日（水）

10 日（日）

17 日（日）

24 日（日）

31 日（日）

６月
７日（日）

とも泌尿器科クリニック
菅谷東クリニック
稲荷山医療福祉センター
宮本歯科医院

とよき内科
中沢医院
いなりやまクリニック
大村歯科医院

村上堂大井クリニック
菅谷医院
かつの耳鼻咽喉科
たけい歯科クリニック

森本眼科クリニック
島田クリニック
岡田外科医院
近藤歯科医院

市川内科医院
千曲中央病院
しおいり歯科医院

松尾医院
あんずの里クリニック
関歯科医院

長野寿光会上山田病院
千曲中央病院
長野寿光会上山田病院歯科室

さかき生協診療所
鴇沢内科クリニック
あんず歯科クリニック

とも泌尿器科クリニック
千曲中央病院
千曲中央病院 歯科

【 千 曲 市 磯 部 】
【 千 曲 市 粟 佐 】
【千曲市野高場】
【 千 曲 市 戸 倉 】

【 千 曲 市 磯 部 】
【 千 曲 市 小 島 】
【千曲市稲荷山】
【 千 曲 市 戸 倉 】

【 網 掛 】
【千曲市稲荷山】
【 千 曲 市 粟 佐 】
【千曲市鋳物師屋】

【 千 曲 市 内 川 】
【 千 曲 市 小 島 】
【千曲市稲荷山】
【 中 之 条 】

【千曲市上山田温泉】
【千曲市杭瀬下】
【 千 曲 市 雨 宮 】

【 立 町 】
【 千 曲 市 森 】
【 千 曲 市 粟 佐 】

【千曲市上山田温泉】
【千曲市杭瀬下】
【千曲市上山田温泉】

【 中 之 条 】
【 千 曲 市 屋 代 】
【 千 曲 市 須 坂 】

【 千 曲 市 磯 部 】
【千曲市杭瀬下】
【千曲市杭瀬下】

☎(026)261-5815
☎(026)272-0493
☎(026)272-1435
☎(026)276-7030

☎(026)276-0413
☎(026)272-0131
☎(026)214-3501
☎(026)275-0066

☎ 8 1 - 3 1 3 1
☎(026)272-1024
☎(026)274-3387
☎(026)272-8000

☎(026)285-0020
☎(026)273-8788
☎(026)272-2828
☎・有線 82-5121

☎(026)275-5515
☎(026)273-1212
☎(026)273-8080

☎・有線 82-2013
☎(026)272-1005
☎(026)285-0418

☎(026)275-1581
☎(026)273-1212
☎(026)276-0300

☎・有線 82-0101
☎(026)272-3713
☎(026)214-6654

☎(026)261-5815
☎(026)273-1212
☎(026)273-2130

①粗大ごみ、家電６品目（有料）
②資源物のサンデーリサイクル
　（び ん・缶・ペ ッ ト ボ ト ル・プ ラ

スチック容器包装・紙類等）
③小型家電の無料回収

10 日（日）、17 日（日） 午前８時 30 分～ 10 時
坂城中学校　南側駐車場

11 日（月）、25 日（月）
午前 10 時～午後３時
坂城テクノセンター

ハローワーク
出張相談

心配ごと
相 談

11 日（月）、20 日（水）
午前９時～正午
役場第４会議室（３階）

11 日は司法書士、20 日は弁護士による法律相談を
合わせて開設。法律相談をご希望の場合は、原則前日
までに社会福祉協議会【☎・有線 82-2551】へお申し
込みください。（ただし、当日受付も可）

15 日（金） 午前９時～正午
役場第５会議室（３階）行政相談

年金相談 20 日（水） 午前９時～午後４時
役場第３会議室（３階）

相談をご希望の場合は、５月 12 日（火）までに住民
環境課住民係【☎82-3111（内線 122）有線 88-1022】
へお申し込みください。

午後１時 30 分～４時
13 日（水） 役場第５会議室（３階）
27 日（水） 文化センター相談室

障がい者（児）
相 談

診療時間　医科：午前９時～午後５時　歯科：午前９時～正午

※都合により変更になる場合がありますので、当番医を利用される
場合は、電話・新聞などでご確認ください。

実施場所：保健センター
☎82-3111（内線 511、512）有線 88-1047

健　診

４か月児健康診査

７か月児健康相談

10か月児健康相談

２才児健康相談

３才児健康診査

対　象　児

平成27年１月生

平成26年10月生

平成26年７月生

平成25年１月生～２月生

平成23年11月生～12月生

受　付　日　時

21 日（木）午後１時

19 日（火）午前９時

20 日（水）午前９時

27 日（水）午前９時

29 日（金）午後１時

■平成 26 年３月分　199.64ｔ
■平成 27 年３月分　216.04ｔ

家庭から収集所へ出される量と
直接葛尾組合に出される量の合計

平成27年４月１日現在
※（　　）は前月比

世帯数：  6,075世帯（＋13）
人　口： 15,631人    （－18）
　男　：  7,700人　（－  9）
　女　：  7,931人　（－  9）

件　数：　　  6件
累　計：　　13件　（－  6）
死　者：　　  0人
累　計：　　  0人　（±  0）
負傷者：　　  8人
累　計：　　19人　（－  2）

平成27年３月中
※累計は１月から
　（　　）は前年比
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3 日（日）

7 日（木）

10 日（日）

12 日（火）

13 日（水）

17 日（日）

19 日（火）

20 日（水）

21 日（木）

24 日（日）

27 日（水）

31 日（日）

楽しい民話

明日の農業

楽しい民話

信号は赤です

税務署だより

楽しい民話

明日の農業

こちら 119 番

川　　柳

楽しい民話

明るい消費生活

楽しい民話

鳥のみじい
金井　青木典子さん

果樹の管理
ＪＡちくま　砂田営農指導員

まどうとおおかみ
鼠　玉井かつ子さん

交通事故防止
坂城町交番

契約書や領収書と印紙税
上田税務署

仁王とどっこい
旭ヶ丘　中村秀子さん

花の管理
ＪＡちくま　春原営農指導員

応急手当の普及
消防署

ＪＡ文芸から
選者　中沢月人さん

鬼怒川の狐
込山　岡田由貴子さん
最近の消費生活相談から
北信消費生活センター

はなたれ小僧さま
金井　青木典子さん

町立図書館：☎・有線 82－3371　開館時間：午前 10 時～午後６時

☆児童図書
・谷戸であそぼう　春
　（文：相川明子　絵：とみた しょうこ／冨山房インターナショナル）
・おひめさまはねむりたくないけれど
　（作：メアリー・ルージュ　絵：パメラ・ザガレンスキー
　  訳：浜崎絵梨／そうえん社）

が休館

日にち 番組名 内容／出演

朝：午前７時　昼：午後０時30分　夜：午後８時

◎問い合わせ先　有線本部
　☎82－3111（内線 222）有線 88－1000

午後６時（８月まで）

日
　
３
10
17

月
　
４
11
18
25

木
　
７
14
21
28

土
２
９
16
23
30

☆おはなし会
　２日、９日、16 日、23 日、30 日（毎週土曜日）  午前 10 時 30 分～
☆点字・点訳講座
　19 日（火） 午後２時～    講師：山口静枝さん
☆寺子屋講座
　30 日（土） 午後２時～    講師：大橋昌人さん

金
１
８
15
22
29

☆一般図書
・電気がなくても、人は死なない。
　元・東電原子炉設計者が教える愉しい「減電ライフ」
　（著：木村俊雄／洋泉社）
・ふるさと四ツ屋を知る
　（編：ふるさと四ツ屋を知る編集委員会／四ツ屋の昔を語り継ぐ会）
・アンソロジー　そば
　（著：池波正太郎ほか　写真：小林キユウ／パルコ出版）

☆おすすめの本
日本の漁港を訪ね地魚に唸る
漁師の活気と海の幸
（文：小西康隆／東邦出版）

全国に3000か所近くある漁港のうち、規
模が大きくて有名な第３種漁港を中心に
40港を紹介。北は苫前から南は長崎ま
で、漁港の活気と地魚料理のおいしさが
伝わってくる。北陸新幹線で信州から行

きやすくなった、糸魚川、氷見、新湊、橋立の漁港も紹介。
漁港のイラストは著者本人、魚のイラストは矢田勝美。

24
31

水
　
６
13
20
27

火
　
５
12
19
26

　利用者カードの適正利用のため、３
年に一度、本人確認書類などをご提示
いただくことになりました。
　来館時・貸出時に、運転免許証・保
険証などで、住所と氏名を確認します。
ご理解とご協力をお願いします。

実施時期　平成27年６月１日から
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３
月
29
日
（
日
）、

坂
城
テ
ク
ノ
セ
ン

タ
ー
で
、
ハ
ロ
ー
ア

ル
ソ
ン
・
フ
ィ
リ
ピ

ン
医
療
を
支
え
る
会

と
坂
城
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
主
催
に
よ
る

「
第
14
回
ハ
ロ
ー
ア
ル

ソ
ン
・
フ
ィ
リ
ピ
ン

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー

発
表
の
集
い
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
同
会
は
、
毎
年
フ
ィ
リ
ピ
ン

の
恵
ま
れ
な
い
人
た
ち
に
、
無

料
で
の
歯
科
治
療
や
物
資
の
支

援
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今

年
は
、
２
月
７
日
〜
10
日
ま
で

現
地
で
の
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

参
加
し
た
の
は
、
全
国
か
ら
歯

科
医
師
な
ど
の
医
療
従
事
者
の

ほ
か
、
高
校
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

41
名
（
県
内
の
高
校
生
は
９
名
）

を
含
む
総
勢
93
名
。
フ
ィ
リ
ピ

ン
の
マ
ニ
ラ
周
辺
の
ス
ラ
ム
街

で
、
日
本
か
ら
の
歯
ブ
ラ
シ
や

タ
オ
ル
、
石
け
ん
、
米
な
ど
の

支
援
物
資
を
配
布
し
、
貧
困
の

た
め
ま
と
も
な
治
療
を
受
け
ら

れ
な
い
人
た
ち
に
歯
科
治
療
を

行
い
ま
し
た
。
日
本
で
な
ら
治

せ
る
歯
も
、
現
地
で
は
抜
歯
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ケ
ー
ス
が

多
い
そ
う
で
す
。
高
校
生
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
は
、
歯
科

治
療
の
補
助
と
支
援
物
資
の
配

布
を
行
い
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
約
１
６
０
名
の
来

場
者
が
集
ま
る
な
か
、
参
加
者

が
活
動
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

坂
城
町
で
初
め
て
参
加
さ
れ
た

長
野
南
高
校
３
年
生
の
臼
井
さ

つ
き
さ
ん
も
、
現
地
の
様
子
と

活
動
で
感
じ
た
こ
と
を
発
表
さ

れ
ま
し
た
。

　
臼
井
さ
ん
は
、
子
ど
も
か
ら

お
年
寄
り
ま
で
大
勢
の
方
の
治

療
に
接
し
、「
家
族
や
友
人
が
治

療
を
受
け
て
い
る
間
、
そ
ば
に

寄
り
添
っ
て
励
ま
し
の
声
を
か

け
て
い
た
現
地
の
人
々
を
見
て
、

心
の
豊
か
さ
に
感
動
し
ま
し
た
。

ま
た
、
自
分
が
多
く
の
人
た
ち

に
支
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
日

本
で
当
た
り
前
の
よ
う
に
過
ご

す
生
活
に
感
謝
し
な
け
れ
ば
い

け
な
い
こ
と
に
、
改
め
て
気
づ

か
せ
て
く
れ
た
現
地
の
方
々
や

こ
の
活
動
に
感
謝
し
た
い
」
と

感
想
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

町出身の高校生 臼井さつきさんも参加

ハローアルソン・フィリピン
アクティビティー発表の集い

赤ちゃんとのお出かけにご利用ください

初めて子育てをするママにベビーカーを贈呈
　
４
月
15
日
（
水
）、
保
健
セ
ン

タ
ー
で
、 

昨
年
コ
ン
ビ
㈱
の
松
浦

康
雄
名
誉
会
長
か
ら
町
に
ご
寄

贈
い
た
だ
い
た
ベ
ビ
ー
カ
ー
の

第
２
期
贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
抽
選
に
よ
り
当
選
さ
れ
た

の
は
、
次
の
５
名
の
皆
さ
ん
で
す
。

【
当
選
者
】

・
宮
尾
晴
奈
さ
ん

・
千
野
沙
緒
里
さ
ん

・
宮
沢
絵
里
さ
ん

・
児
玉
美
希
さ
ん

・
川
浦
美
奈
さ
ん

　
初
め
て
の
子
育
て
に
役
立
て

て
く
だ
さ
い
。
当
選
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

▲歯科治療の補助を行う臼井さん（左）

▲支援物資の配布

▲高校生の活動報告（臼井さんは右から２番目）
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